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線虫歪型チオラーゼの構造と機能 139 
側鎖をもたないWyl4643は雀かな誘導しか示さなかった。
第5章総合考察
線虫の経発生の過程では、卵に貯えられている脂肪をエネルギー源および糖新生の材料として利
用するから、詣肪援の8・酸化が活発である。しかし務化後には細菌を摂食し、これをエネルギー源
および糖源とするので、脂肪酸のS，酸往系やグリオキシ／レ酸経路の活性が速やかに低下する。 P-44
は、解化後の幼生段階で発現が上昇するので、これが脂肪酸の0・酸化に関与している可能性は極め
て低い。クロフィプレートζよる発現誘導の結果も、 P-44がSCPxと同様に、生体内では直鎮の籍肪
酸でなく、 α－位にメチル倶fj鎖をもっ脂肪族化合物のft謝に関与している可能設を示唆している。器
宮組織の分化の程変が低い線虫は強立した肝臓をもたず、揚紐胞が肝細胞の働きを兼ねている。従っ
て腸細胞のペルオキシソームに認められたP-44段、局在部位の点でもSCPxと本質的な違いがない。
これらを経合的に判断して、その本来の基質は不明であるにせよ、 P-44はSCPxと類似の役割を果た
していることを推定した。
